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極域夜側領域における電離圏電場と降下電子の考察

Study of a relationship between the electric field and electron precipitation for the

midnight sector in the polar ionosphere
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E I S C A Tデータの統計的解析による極域電離圏電場と電子密度(電気伝導度)の関係から、特に電離圏電場が北向
き成分を持つとき、低高度 ( 9 5 k m付近)において両者の間に強い逆相関がみられることがわかった。これは、高エ
ネルギー電子の降り込みと電離圏電場との強い逆相関、更に、沿磁力線電場による降下電子のエネルギー増加を
仮定すると、沿磁力線電場と磁力線に垂直な電離圏電場との逆相関を示唆している。

しかし真夜中領域において、サブストームの活動に起因すると考えられる強い西向き電流が観測される時には、
高エネルギー電子の降り込み、つまり低高度における電子密度の上昇に伴い、南西成分を持った電離圏電場が観
測された。
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しかし真夜中領域において、サブストームの活動に起因すると考えられる強い西向き電流が観測される時には、
高エネルギー電子の降り込み、つまり低高度における電子密度の上昇に伴い、南西成分を持った電離圏電場が観
測された。このことは、コンベクション電場に加えて、H a l l電気伝導度の上昇した領域内で偏極電場が存在するこ
とによって説明されると考えられる。
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